
 

第１０回体育学専攻 修士論文コンクール プログラム 

2018年 2月 27日（火）14：00〜 於：5C416 

14：00 開会，内山専攻長 挨拶 

14：05 — 14：10 ルール説明 

14：10                   発表開始 

 
1  城寳 佳也       14：10 — 14：25 

短期間のストレッチング教室への参加が地域在住高齢者の身体機能に及ぼす効果 
 

2  坂口 麻衣        14：27 — 14：42 
フィジーにおけるバスケットボールの伝播と受容に関する研究 
 

3  小林 花枝              14：44 — 14：59 
     中枢神経系障害患者の運動機能障害に対する水中運動療法の有効性 
      
4  青柳 唯         15：01 — 15：16 
     女子棒高跳におけるポールの挙動と踏切・フォロースルー動作との関係 

：世界トップ選手と日本人選手の比較から 
 

5  土橋 康平                 15：18 — 15：33 
運動前自発的過換気が高強度運動及び回復時の生理応答に及ぼす影響 
 

6  平 龍彦              15：35 — 15：50 
  走高跳のパフォーマンスに影響を及ぼす動作～踏切準備局面および踏切局面に着目して～ 
 
 
                  小休憩 15：50 — 16：05 
 
 
7  佐藤 智仁          16：05 — 16：20 

アスリートの認知機能に関する研究 －競技特性に着目した検討－ 
 

8  町田 柚衣          16：22 — 16：37 
大学生アスリートにおける個人の主観的価値を重視した目標設定 
 

9  西川 知弥           16：39 — 16：54 
競泳平泳ぎ選手における陸上歩行動作特性の解明 
 

10 川原 布紗子                     16：56 — 17：11 
サッカー選手の守備局面における方向転換動作 
 

11 平塚 卓也              17：13 — 17：28 
  1949年の文部省設置法制定過程における体育行政組織の改編に関する研究 

－文部省の政策案を中心に－ 
 

12 天谷 友紀            17：30 — 17：45 
    運動習慣は恐怖体験時の記憶をリセットできる：海馬に発現するBDNFシグナリングの関与 
 
 
   結果集計 

18：00頃  結果発表 

 受賞者からの一言 

 閉会 

 

2018.2.13 体育学専攻研究促進委員会 

 
【体育学専攻１年次生の積極的な参加を歓迎します】 


